
﹇
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
﹈

日
時
　
10
月
26
日︵
日
︶13:

30
〜
14:

30

場
所
　
熊
本
市
現
代
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅲ

講
師
　
し
ま
う
ち
み
か
　
参
加
無
料
︑事
前
予
約
不
要

﹇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈

ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
来
訪
神
の
仮
面
を
つ
く
り
︑

自
分
も
来
訪
神
に
な
ろ
う
！

ダ
ン
ボ
ー
ル
や
色
紙
︑お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
身
近
な
素
材
を
使
っ
て
︑自
分
の
考
え
る
来
訪
神
の

仮
面
を
作
り
ま
す
︒で
き
あ
が
っ
た
ら
︑お
面
を
か
ぶ
っ
て
お
う
ち
の
人
を
脅
か
し
て
み
よ
う
︒

日
時
　
11
月
8
日︵
土
︶14:

00
〜
15:

30

場
所
　
ア
ー
ト
ラ
ボ
マ
ー
ケ
ッ
ト

講
師
　
し
ま
う
ち
み
か
　
参
加
無
料

対
象
　
小
学
生︵
小
学
生
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
︶

定
員
　
先
着
15
名
程
度 

※
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
要
事
前
申
込
︒

﹇
ト
ー
ク
﹈

は
じ
っ
こ
か
ら
︑﹁
世
界
﹂を
見
て
み
る
︒

〜
地
域
の
文
化
に
ふ
れ
て
︑つ
く
る
こ
と
を
考
え
る
〜

宮
崎
県
椎
葉
村
に
暮
ら
し
な
が
ら
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
研
究
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
︑民
俗
学

的
な
リ
サ
ー
チ
と
創
作
活
動
の
関
係
を
探
り
ま
す
︒

日
時
　
2
0
2
6
年
1
月
11
日︵
日
︶14:

00
〜
15:

30

場
所
　
ア
ー
ト
ラ
ボ
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
参
加
無
料
︑事
前
予
約
不
要

登
壇
　
生
島
国
宜︵
画
家
︑椎
葉
村
森
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︶︑

　
　
　
森
内
こ
ゆ
き︵
椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館 

山
奥
学
芸
員
︶︑し
ま
う
ち
み
か︵
本
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︶

※
会
期
中
︑こ
の
ほ
か
に
も
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒最
新
情
報
や
詳
細
は
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

関
連
イ
ベ
ン
ト

し
ま
う
ち
み
か  

１
９
８
７
年
熊
本
生
ま
れ
︑宮
崎
在
住
︒２
０
１
３
年 

崇
城
大
学
大
学
院
芸
術
研
究
科
美

術
専
攻
彫
刻
講
座
修
士
課
程
修
了
︒粘
土
を
使
っ
た
原
初
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
か
ら
平
面
︑イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
︑幅
広
い
表
現
実
験
を
お
こ
な
う
︒近
年
は
地
域
固
有
の
民
俗
芸
能
や
祭
り
︑風
習
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
て
︑南
九
州
を
拠
点
と
す
る
生
活
と
制
作
の
接
点
を
模
索
す
る
︒主
な
展
覧
会
と
し
て

◯
個
展
︙﹁
辺
境
の
宇
宙/ R

em
ote U

niverse

﹂marueido japan

︵
東
京
︑２
０
２
４
年
︶︑﹁
ワ
〜
ム

ホ
〜
ル
﹂Gallery C

h
ign
itta

︵
大
阪
︑２
０
２
４
年
︶︑﹁
火
に
つ
い
て
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
﹂Un

d
er 

C
onstruction C

enter

︵
福
岡
︑２
０
２
２
年
︶︑﹁
ゆ
ら
ゆ
ら
と
火
︑め
ら
め
ら
と
土
﹂ 

国
際
芸
術
セ
ン

タ
ー
青
森︵
青
森
︑２
０
２
１
年
︶︑﹁
秋
の
種
企
画 

自
立
に
つ
い
て 

世
界
は
想
像
し
た
以
上
に
私
を
受
け

い
れ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
﹂福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
企
画
展
示
室
Ｃ︵
福
岡
︑２
０
２
０
年
︶

◯
グ
ル
ー
プ
展
︙﹁Future echos /

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
エ
コ
ー
﹂nca | nichido contem

porary art

︵
東
京
︑２
０
２
５
年
︶︑﹁A

R
T
IS
T
S

’ FA
IR
 K
Y
O
T
O

﹂京
都
国
立
博
物
館︵
京
都
︑２
０
２
５
年
︶︑

﹁A
m
m
onite A

nnual 2

﹂Am
m
onite G

allery

︵
宮
崎
︑２
０
２
５
年
︶︑﹁
V
O
C
A
展
２
０
２
４
﹂上

野
の
森
美
術
館︵
東
京
︑２
０
２
４
年
︶︑﹁
か
わ
る
あ
い
だ
の
美
術︿
物
語
る
予
感
﹀﹂天
文
館
図
書
館︵
鹿
児

島
︑２
０
２
４
年
︶︑ト
ー
キ
ョ
ー
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ス
ペ
ー
ス 

レ
ジ
デ
ン
ス
２
０
２
０
成
果
発
表
展﹁
デ
イ

ジ
ー
チ
ェ
ー
ン
﹂Tokyo A

rts and Space

本
郷︵
東
京
︑２
０
２
０
年
︶

―
―
豊
か
で
無
節
操
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る

タ
イ
ト
ル
の
本
展
は
︑し
ま
う
ち
み
か
が
︑各
地
の

伝
統
芸
能
︑な
か
で
も
南
九
州
の
来
訪
神
行
事
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
創
作
し
た
新
作
・
近
作
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
大
学
で
学
び
︑研
鑽
を
続
け
て
い
た
彫
刻
技
法
や
美
術
に
つ
い
て
︑熊

本
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
劇
的
な
変
化
の
な
か
で
再
考
を
促
さ
れ
た

し
ま
う
ち
︒西
洋
的
合
理
性
の
陰
に
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
非
合
理
な

も
の
︑コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
を
発
見
し
て
共
鳴
し
︑自
ら
の
足

元
を
探
る
よ
う
に
︑地
方
の
土
着
的
な
祭
り
や
風
習
を
リ
サ
ー
チ
し
始
め

ま
し
た
︒色
鮮
や
か
で
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
造
形
に
自
身
の
創
作
の
根
を
探

る
と
同
時
に
︑暴
れ
ま
わ
る
来
訪
神
を
受
け
入
れ
る
人
々
の
振
舞
い
に

も
︑現
代
社
会
の
価
値
を
反
転
さ
せ
る
よ
う
な
批
評
性
を
見
出
し
て
い
ま

す
︒近
年
で
は
︑子
ど
も
と
地
域
の
関
係
の
再
創
造
を
目
指
す
実
践
的
な

作
品
も
生
ま
れ
︑新
た
な
広
が
り
を
も
ち
始
め
ま
し
た
︒

　
世
界
と
と
も
に
考
え
︑足
元
の
価
値
を
刷
新
し
続
け
て
い
く
し
ま
う
ち

の
活
動
は
︑茫
茫
と
縦
横
無
尽
に
伸
び
て
い
く
の
で
す
︒

［交通アクセス］

「通町筋」電停・バス停で下車目の前

◯JR熊本駅から｜市電またはバス「健軍町」行（約15分）
◯JR新水前寺駅から｜市電またはバス「熊本駅」「上熊本駅」行（約10分）
◯阿蘇くまもと空港から｜空港バス「熊本駅前」行（約40分）
※美術館専用の駐車場はございません。びぷれす熊日会館駐車場

　（有料）や周辺のコインパーキングをご利用ください。

［お問い合わせ］

熊本市現代美術館

〒860-0845熊本市中央区上通町2-3　TEL: 096-278-7500
Mail: gamadas@camk.or.jp　www.camk.jp 

通町筋電停 水道町電停

鶴屋百貨店
熊本市役所

通町筋バス停

日本郵政
グループ
熊本ビル

水道町
バス停

上
通
ア
ー
ケ
ー
ド

下
通
ア
ー
ケ
ー
ド

国
道
３
号
線

市
役
所
前
電
停

駕
町
通
り

熊
本
城

上通商店街入口のエスカレーターから3階へ

熊本市現代美術館 

熊本市現代美術館
ギャラリーⅢ＋井手宣通記念ギャラリー／入場無料
開館時間：10:00～20:00　休館日：火曜、年末年始（12月29日～1月3日）
主催：熊本市現代美術館（熊本市、公益財団法人熊本市美術文化振興財団）

10.25  ―1.12月祝土

2025 2026

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 14

1. 《ドローイング帳から ～新来訪神「ひゃ〜たれ」〜》 2025年　2. 《トランス、トランスフォーム～遊ばせる～》 2024年　3. 《新来訪神「ひゃ～たれ」の仮面》 2025年
4.「自立について」シリーズより 《青森でみたもの/ケラケラくん》 2021年　5. 《無題》 わら細工 2024年　6. 《ドローイング帳から ～ヒヒヒヒ〜》 2024年
7. 《ワ～ムホ～ル（南九州の基層文化からスターウォーズまでめぐる考察レポート）》 2024年　8.来訪神のシリーズ 《come and go》 2024年 撮影：加藤健

9.宮崎県都城市の田の神様（たのかんさぁリサーチの写真）2024年　10.「自立について」シリーズより 《baby yoda》 2021年　11. 《ドローイング帳から〜ゲイラカイト〜》 2024年
12. 《無題》 わら細工 2024年　13. 《ドローイング帳から〜BOU BOU〜》 2024年　14. 《トランス、トランスフォーム～ピンクの外来種～》 2022〜2024年　※いずれも参考作品。

広報物デザイン：みさこみさこ


